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～Enjoy Rotary～
東 京 六 本 木 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会 長

　～Make Dreams Real～
　国際ロータリークラブ会長

『夢をかたちに』
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タイ・ミャンマー難民キャンプ支援活動

　以上概要ですが、今回の難民支援プロジェクトの報告です。
　会員の皆さんの更なるご理解ご協力をお願い申し上げます。

☆設置場所
　タイ国北東部に位置するメーホンソン、２か所の難民キャンプ
　　　・メーラマルラン　キャンプ（人口１０,３００人）　１９か所に拡声器を設置
　　　・バンマイナイソイ　キャンプ（人口１８,１００人）１０か所に拡声器を設置
☆背景
１９４８年以来続いているミャンマー政府軍とカレン族など少数民族の間の紛争とミャンマー国内で起
きている人権侵害が原因で、１９８４年にミャンマー難民がタイに流入しました。タイ国内にはミャン
マーとの国境近辺に９つの難民キャンプがあり、約１４万人の難民が生活をしております。UNHCR
はタイ政府や難民キャンプ委員会、約１０の現地NGOと協力して、食糧、水、衛生、医療、教育、
安全などの分野で難民を援助しています。２００５年から北米や欧州諸国への第３国定住が始まってい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（この項目は現地所長古川さんからの報告による）

　UNHCR＜国連高等難民弁務官事務所＞は、１９５０年に設立
された機関で、世界中の３,１７０万人と言われる難民を支援する
機関です。ロータリー財団奨学生でもあった緒方貞子さんは、
この機関の第８代代表を務めております。UNHCRは１９５４年
と１９８１年にノーベル平和賞を受賞しており、本部はジュネー
ブ、世界中で６,３００人の職員が１２０カ国で援助活動を行って
おります。

★当クラブのスポンサークラブである東京西ロータリークラ
ブからの呼びかけで、UNHCRが必要とする支援計画に当
クラブは西ロータリークラブと一緒に協力する事を昨年９
月の理事会で決定しました。
　タイ国とミャンマー国の国境近くにある二つの難民キャン
プへ拡声器を寄贈することがその目的です。簡便で低廉な
伝達手段として拡声器が必要とされています。
★２月１６日の例会時にお招きして卓話をお願いした根本さんは、
「日本UNHCR協会」の理事・事務局長を務められており
ます。
★当日根本さんはパワーポイントで現地での拡声装置の設置報
告をされましたが、改めて週報で会員の皆さんに報告致します。

２００９年２月２４日
会長　浅田　豊久

※現地からの報告書全文は、ホームページに掲載しています。
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平成２１年２月１６日
卓話　 国連の難民支援を仕事として
日本UNHCR協会　事務局長

根本　かおる 様

　皆さま、こんにちは。私、国連難民高等弁務官事

務所の職員となる前、お隣のテレビ朝日でアナウンサー、

報道記者をしておりましたので六本木は思い出の場

所です。その場所で皆さまにお話できることをとて

もうれしく思っています。また日ごろから国連難民

高等弁務官事務所の活動にご支援をいただき、改め

てお礼を申し上げます。

　国連は１９５１年に採択した条約で、人種、宗教、国

籍もしくは特定の社会集団の構成員であること又は

政治的意見、民族、宗教を理由にして迫害、脅迫な

ど深刻な人権侵害を受ける恐れがあるため、他国に

逃げて保護を求めている人達のことを難民と定義し

ています。また同様な理由で故郷を追われながら国

境を越えられず避難生活を続けている人達のことを

国内避難民と呼んでいます。ＵＮＨＣＲが支援して

いる難民は全世界で１,１５０万人、国内避難民は１,３００

万人です。それから最近、例外的ですが大きな自然

災害の被災者を支援する活動にも関わるようになり

ました。昨年、大きなサイクロンがミャンマーを襲っ

た際も、中国の地震の際も要請を受けて援助活動を

行いました。

　ＵＮＨＣＲ国連難民高等弁務官事務所の本部はジュ

ネーブにございます。およそ１２０ヶ国で活動しており、

それを支えるのは６,０００名を超える職員です。そのう

ち日本人はおよそ７０名、その３分の２が女性です。

なぜ女性が多いのかというと、一つには緒方貞子さ

んが９０年代トップを勤めたことに触発された日本人

女性が多かったであろうこと。様々な国籍、バック

グラウンドを持った人達が難民を助けるといった多

様性が大切な職場なので女性が働きやすいこと。ま

た難民の８割が女性と子どもで、女性であることが

難民と触れ合うとき非常にメリットになることなど

があるのではないかと思います。

　その活動は大きく３つのフェイズに分かれます。

まずは紛争或いは深刻な人権侵害を受けて逃げてき

た人達。着のみ着のままで逃げてくるので、この人

達に住む場所、食料、水を与える緊急支援。次に、

この人達が故郷に戻れるまでの間、その生活を支え

ていく中長期的支援。子ども達のためにキャンプの

中に学校を作ることもござ

います。また難民の中には

目の前で家族を殺された、

逃げる過程でレイプされた

という女性もいます。そう

いう心に大きな傷を持った

人々のトラウマに目を向け

ながらカウンセリングを行

う、或いは経済的な自立を

促進するための職業訓練、故郷に帰る場合は、戦争

でずたずたになったインフラや家を整備することも

大切になっています。物質的な支援だけでなく、一

時は憎しみあい殺しあった民族がもう一度一緒に暮

らしていけるよう、対話の糸口を作ってやることも

大切な仕事です。さらには故郷に帰れない人のため

に第三国に第二の故郷を見つけてあげるよう橋渡し

をすることも大切になっています。私は１２年に亘っ

てこの難民支援の最前線におり、３つのフェイズす

べてに関わることができました。

　ヒマラヤの小さな王国ブータンは牧歌的なイメー

ジの国ですけれども、そのブータンが人口の６分の

１を国から追放し、その人達がいまだ避難生活を送っ

ていることは知られていません。この難民問題の背

景ですが、１９世紀、ネパールからブータンに多くの人々

が経済的な理由で移住しました。１９５０年代半ばには

国籍法が改正され、この人々にもブータン国籍が与

えられました。ブータンの主流派の人達は私達のよ

うな顔をしていて宗教は仏教が中心、ネパールから

移住した人達はヒンズー教が中心で、顔もインドアー

リア系の彫りの深い顔をしています。このネパール

系の人達の方が人口増加率が高く、数の上で主流派

を脅かすようになったことに危機感を覚えたブータ

ンの王様が再度国籍法を改正し、一度付与した国籍

を剥奪する動きに出ました。民主化要求運動なども

起こり、弾圧があって、１０万人を超える人々がネパー

ルに避難しました。難民は、ジャングルを切り開い

て作った難民キャンプで、もう１７年にわたって避難

生活を送っています。私はこの７つのキャンプに住

む１０万人余りのブータン難民に対する支援活動を取
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りまとめる事務所の所長を１年半に亘ってしており

ました。子ども達にとって心の支えは教育です。小

学校、中学校はキャンプの中にある学校に通い、高

校は地元の学校に行きます。しかし問題は、いくら

勉強をしても、その後きちっとした職業に就く権利

がネパール政府から与えられていないことです。就

ける仕事は道路工事や建設現場の仕事、収穫時の手

伝い程度しかありません。キャンプは仕事に就くこ

とができない若者たちで溢れています。私はこの若

者たちに意味のある活動を提供したいと思い、若者

達に考えてもらいました。お金はあまり無いけれど

何をしてもらいたいか。彼らは言いました。７つあ

るキャンプそれぞれに難民若者センターを作って、

その企画運営を任せてほしい。幸いこういったこと

を専門に手がけているネパールのＮＧＯとパートナー

シップを組むことができ、核になる若者達にリーダー

シップ研修を行い、その上で企画運営を任すことが

できました。どういった活動をしてくれたかというと、

その１つに１２月１日、世界エイズデーにキャンプで行っ

たエイズ撲滅のための啓発運動があります。コンドー

ム君対エイズウィルス君の寸劇で、自分達で考え、

子ども達の前で披露しました。

　タイでは８０年代から少数民族カレン族を中心に隣

のミャンマーから多くの人々が難民となって流入し、

今も９つのキャンプで１４万人が暮らしています。こ

れはネパールのブータン難民と並んでアジアで最大

規模の、最も長期化した難民状況の１つです。そこ

に六本木ロータリークラブ様、東京西ロータリーク

ラブ様からの温かいご支援で、多くの拡声器を届け

ることができました。タイのメーホンソン事務所長

の古川麗さんから皆さまに手紙が届いておりますので、

ご紹介させていただきます。「六本木ロータリーク

ラブの皆さま、このたびはタイのバンマイナイソイ

難民キャンプ、メーラマルアン難民キャンプに拡声

器購入のための援助をいただき、ありがとうござい

ました。購入された計２９個の拡声器は昨年１０月、難

民自身によって広大なキャンプのあちこちに設置され、

人々の生活に大変役立っています。メーホンソンで

は国境沿いに広がるジャングルに隔離されているこ

ともあり、電気も電話もありません。支援物資の配

給など人々の暮らしに関わる様々な情報は掲示板や

各地区の自治会班長による口頭伝達などに頼ってい

ます。しかし自然災害警報など緊急を要する広報に最

も効果が高いのは地区ごとに取り付けられた拡声器で

す。読み書きができなくても理解でき、広域に迅速に

情報を流すことができるからです。一方、難民達が故

郷に帰れる目処が立たない中、２００５年から北米やヨー

ロッパ諸国への第三国定住が始まりました。出発まで

には定住国の政府職員との面接や健康診断など様々な

手続きを所定の日に所定の場所に出向いて済ませなけ

ればなりません。このための連絡に拡声器を使った呼

び出しが効果をあげています。再三難民側から出され

ていた要望にようやく応えることができ、とてもうれ

しく思っています。事務所を代表して深くお礼申し上

げます。」ＵＮＨＣＲタイ・メーホンソン事務所所長の

古川麗さんからのメッセージです。

　最後に日本と難民について触れさせていただきます。

ＵＮＨＣＲの活動資金は、政府が任意で拠出してくだ

さる拠出金と、一般の個人、団体、企業の寄付金から

成り立っています。政府からの拠出で日本はアメリカ

に次いで世界２位ですが、日本が難民条約を批准した

１９８１年から２００７年までの２６年間で、日本政府から難

民認定された人の数は合計４５１名、世界で百数十位に

過ぎません。しかしトレンドとしては段々開国に向かっ

ていて、自分を難民と認めてほしいという人も認定を

受ける人の数も増えています。昨年の１２月、トップ

のグテーレス国連難民高等弁務官が日本を訪れ、麻生

総理大臣と会談した際、総理大臣から２０１０年度から

試験的に第三国定住に踏み切るとの表明がございまし

た。これはアジアの国としては初めての例になります。

１年で３０名を３年続け、これを試金石にして本格的

に第三国定住に踏み切る。今回受け入れられる難民た

ちは何とタイに住むミャンマー難民です。もしかする

と皆さまからご寄贈いただいたあの拡声器で第三国定

住に関する情報を聞いた人達がやってくるかも知れま

せん。

　ＵＮＨＣＲのロゴマークの意味は人を守る人の手で

す。私ども日本ＵＮＨＣＲ協会はＵＮＨＣＲ国連難民

高等弁務官事務所の国内委員会として、広報、寄付、

募金の呼びかけを行っております。日本でもこの人を

守る人の手がどんどん増えていくことを願ってやみま

せん。ご協力お願いいたします。ご清聴ありがとうご

ざいました。
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会長  浅田　豊久　　 幹事  齋藤　明子　　　　　  片岡　雅敦　　　　　  安井　悦子広報・週報
委 員 長

広報・週報
委 員

ニコニコBOX情報

次回のプログラム

本日のプログラム

平成２1年３月２日
卓話　 決断力を磨く

将棋棋士
羽生　善治 様

平成２1年３月９日
卓話　 当社のＴＮ展開

SMK株式会社　取締役会長
池田　彰孝 様

６４,０００円
２,４３０,０００円

２月２３日 合　計
累　計

クラブからのお知らせ
２月２３日例会より
会長
２月１８日から２１日までの日程でグアム地区大会に、
当クラブは７名で参加して参りました。とても心に
残る大会でした。

２月２２日、江戸城再建を目指す会の総会が行われ
ました。

懸野　直樹さん（京都西南RC）
　本日はお世話になります。

渡辺　美智子さん
浅田会長、齋藤幹事、山中副会長はじめ皆々様、
グアムでは大変お世話になりました。楽しく過ご
させて頂きました。

小西　恭子さん
　今日は寒いです。皆様お大切に！

齋藤　明子さん
無事グアム地区大会より戻りました。お疲れ様で
した！

安間　百合子さん
石浦先生、本日はありがとうございます。多くの
人が気になっている認知症の予防法をうかがえ
ると楽しみにしております。

浅田　豊久さん
片岡雅敦さん社長就任おめでとうございます。
頑張って下さい。

大橋　寛治さん
　本日は会場が手ぜまで申し訳ございません。

岡田　達雄さん
本日は、第１回創立５周年記念事業実行委員会が
開催されます。宜しくお願いします。

竹内　和弘さん
　あと１ヶ月今年度の締めくくり頑張ります―。

松島　正之さん
片岡雅敦さん、社長ご就任おめでとうございます。
益々のご発展を祈念します。

山中　隹弘さん
グアム地区大会、浅田団長を中心に、楽しく充実
した体験となりました。感謝。

松木　隆央さん
片岡さん、代表取締役社長ご就任おめでとうござ
います。益々のご活躍を！！

苅田　吉夫さん
２月は逃げるといいますが、あっというまに過ぎま
したね。

渡邉　滋さん
まだまだ寒いですね。
「日あたりのよき部屋一つ冬籠」　正岡子規

● 

● 

昭和４５年 埼玉県所沢市出身。
  6歳から将棋を始める。
昭和５７年 6級で二上達也九段に入門。
昭和６０年 四段に昇段。
平成元年 初タイトル竜王を獲得。
平成８年 タイトル七つを同時に獲得し、七冠王に
  なる。
主な著書に　『羽生の頭脳 1-10』（日本将棋連盟）
『決断力』（角川書店）がある。


